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研究成果の概要（和文）：　デリー首都圏は法的に定められた範囲であり北海道をしのぐ面積を持つが、実際に
郊外と言える空間はデリー隣接県に限られる。隣接県では大規模な産業開発・住宅開発がマスター・プランに則
して進行しており、本調査ではグルグラム県とファリダバード県での開発の実際を捉え、地域分化や各種主体の
関与により多様性があることを明らかにした。また、工業団地の機能を確認し、グローバル経済やGVCとの関わ
りを見いだした。近隣県での農業は従来の穀物栽培を中心としたものから養鶏やマッシュルーム栽培など市場志
向のものに転じていることを把握した。大規模開発が行われた地区周辺の農村集落ではサバルタンな都市化が進
行している。

研究成果の概要（英文）：The National Capital Region (NCR) of Delhi is legally defined and 
encompasses an area larger than Hokkaido, but in reality, the areas that can be considered suburban 
are limited to the adjacent districts of Delhi. In these adjoining districts, large-scale industrial
 and residential developments are progressing according to the master plans. This study captured the
 actual development in Gurugram and Faridabad districts, revealing the diversity due to regional 
differentiation and the involvement of various stakeholders. It alson confirmed the functions of 
industrial activities and identified their linkages with the global economy and global value chains 
(GVCs). Agriculture in the neighboring districts is transitioning from traditional grain production 
to market-oriented activities such as poultry farming and mushroom cultivation. Subaltern 
urbanization is underway in rural villages surrounding areas where large-scale development has 
occurred.

研究分野： 経済地理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義は新興国都市論の構築への寄与であり、デリー首都圏では州政府や企業が主導する大規模ないわば
「上からの都市化」と、一般の人々の様々な自営的な活動によるサバルタンな都市化≒「下からの都市化」が進
行していることを明らかにしたことである。両者が溶融する新しい空間として郊外を位置づけ、その特徴を多面
的に明らかにした。
　社会的には、本研究で得られた知見は、まずは高等学校の地理教科書や教材において活用可能であり、地理教
育に還元可能である。また、インドとの関係は将来的にも重要性を増しているが、インドおよび首都デリーの現
状および課題を正しく認識しておくことは、日本の各界にとって有益である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 新興大国インドでは、今世紀に入って以降の高度成長により、未曾有の社会的経済的変動が生
じている。それは、首都デリーのような大都市の郊外で顕著であり、建造環境、経済活動、人び
との社会生活などのあらゆる面で大きな変化が起きている。インドにとって郊外は高度成長に
伴って現れた「新しい空間」であり、インド的なものを継承しつつも様々な新しい現象が生起し
ている。したがって、インドの大都市郊外は、新興国で現在共時的に生じている大規模な地域変
動を探査する上でも最適な事例の 1 つと言えるが、その把握に努めた体系的な研究は管見の限
り存在しない。 
 経済成長を起因とする大都市圏の拡大と郊外の発展は、戦後の日本をはじめ高度経済成長を
経験した国々では共通に現れたが、現代インドの郊外空間の構造には、如何なる特徴があるので
あろうか。そして、それはインド全体の都市群システム、大都市圏内部の地域間関係、グローバ
ルな枠組みなどと、如何なる関係を有するものなのか。中国や東南アジア等の新興国の大都市圏
発展との共通性や差異は何か、従来の過剰都市論、拡大メガ都市圏論やＦＤＩ（海外直接投資）
型新中間層都市論で描かれたモデルの適用可能性はどの程度あるのか、更にはインドの経験を
ベースとした新たな新興国都市論を描き得るのか、これらが本研究の核心をなす学術的「問い」
である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、急速な経済発展の中で経済的にも社会的にも大きく変動している新興大国インド

に着目し、研究代表者・分担者が有する社会経済的空間分析手法に基づいて、現代インドの大都
市圏（具体的にはデリー首都圏）の空間構造、とくに郊外空間の形成と変動を究明し、それを基
に新たな新興国都市論を構築することを全体目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
本研究の目的に資するために、以下の３つの柱（課題）を設定した。第１に GIS を用いたイン

ドの時空間構造分析である。GIS により、各種情報を、県（district）を単位にデータベース化
し、全国レベルで社会的経済的動向を分析する。 
第２は、産業空間・産業集積としての郊外の把握である。デリーを国内外から指向する各種企

業・産業が増加しているが、工場にせよオフィスにせよ、その立地の受け皿はもっぱら郊外であ
る。加えて、都市市場を指向する新たなアグリビジネスの勃興も郊外でみられる。そうした経済
主体がエンジンとなって郊外の発展をもたらしており、またそれらが形成する産業空間・産業集
積が郊外を特徴づけることになる。ここでは、その発現形態や近年の変動を明らかにするととも
に、より上位の全国的な産業空間、そしてグローバル経済との関連を論じる。 
第３は、社会空間としての郊外の把握である。郊外では、産業空間の発達とともに、農村的土

地利用から都市的土地利用への転換が進み、居住者層が大きく変化している。かつての農地は州
公社や民間ディベロッパーにより買収され大規模な住宅開発が進められているが、農村集落自
体は制度的に開発区には組み込まれないため、そこでは村民による様々な小規模開発（主にはア
パート建設）が行われている。本研究では、居住者の社会的属性の把握を通じて、郊外空間の社
会的三層分化を論じる。 
そして、以上の第１から第３の成果に基づき、第４に新たな新興国都市論を構築することが本

研究の最終目的である。郊外を含めた新興国の都市論では、小長谷（1997）のＦＤＩ型新中間層
都市論が知られている。これはインドネシアを念頭にしたものであり、当時の途上国の都市発展
を説明する上で重要となったＦＤＩの役割を軸とするが、現在ではやや単純で単線的な感があ
る。これまでの申請者等のインド研究の経験に照らし合わせても、中心都市と郊外の機能的結合
の弱さ、（ＦＤＩの役割は重要であるものの）国内資本が果たす役割の重要性や産業集積の一層
の発達、郊外の多核心化、農村のアーバン・ビレッジ化、社会空間としての多様化といったよう
に、過去の都市論では言及されない要素が看取される。こうした一連の要素を組み込んで、さら
に今日的で精緻な新興国都市論の構築に資する。 
 
 
４．研究成果 
(1）インドの空間構造 
インドの空間構造については、以下が研究成果である。 

a.就業機会の空間構造 2011 年の国勢調査 B シリーズを用いて就業機会の分析を行った。労働
力状態、産業別就業者、従業上の地位といった就業機会にかかわる 34 変数をとりあげ 632 地区
を行とする地理行列を作成した。これをもとに主成分分析を行った結果、6つの主成分、すなわ
ち、第 1 主成分「大都市の多様な就業機会」、第 2主成分「公的な部門に支えられた就業機会」、



第 3 主成分「農業および製造業での安定的な就業機会」、第 4主 成分「農村部の限定的で不安的
な就業機会」、第 5主成分「短期の就業機会」、第 6主成分「鉱業及び採石業に支えられた就業機
会」である。加えて、固有値の大きな第 1主成分から第 4主成分の主成分得点についてクラスタ
ー分析を行い、5つの地区類型を見出した。特に、大都市を示す類型が明確に見出され、「メガ・
リージョン」と整合性をもった分布を示した。 
b.産業の地域特化と多様性 2011 年の国勢調査 B シリーズを用いて、第一次、第二次、第三次
といった最も単純な産業分類から産業立地の特徴を概観した。その上で、産業の地域的な分布に
ついて産業大分類から検討を加えるとともに、地域における産業の地域特化および多様性の程
度を示した。とくに、インド国内の「周辺地域」では産業の多様性に乏しく、それにより公的部
門やそれに準じる部門が相対的に大きくなり、第三次産業に特徴づけられる地区の存在を浮か
び上がらせた。一方、大都市では対事業所サービスが多様性の幅を広げることに貢献している。
第三次産業の立地は産業の多様性と結びつきやすいことが明らかになった。 
c.COVID-19 感染の空間的特性 本科研の実施期間中に COVID-19 が世界的に流行した。インドも
その例外ではなく、2020 年は 8〜9 月をピークとし、2021 年には 4 月にその 5 倍の規模の感染
が広がった。こうした全体動向を踏まえつつ、州を単位として感染者の GIS マッピングを行い、
地域的特性を捉えた。2021 年の感染の推移は以下の通りであった。3 月になると、インド全体で
の新規感染者数が増加し始め、ケーララ州では新規感染者数が大幅に減少し、マハーラーシュト
ラ州では著しい増加が見られた。4 月と 5月には、インド全体での新規感染者数が急速に増加し
た。4 月にはインドの北部と西部の州で新規感染者数が多く、5 月には西部と南部の州で多くな
った。6 月に入ると、全国的に新規感染者数が大幅に減少し始め、再びケーララ州が最多となっ
た。さらに、5 月と同様に、新規感染者は西部と南部のインドに集中する傾向があった。7 月に
は、6月と同様にインド全体の感染総数が急激に停滞したが、ケーララ州の新規感染者数が例外
的に増加した。ケーララ州での新規感染者数の増加は 8月も続いた。9月には、ケーララ州での
新規感染者数が減少し始めたが、ケーララ州への新規症例の集中は変わりなかった。10 月には
インド全体での感染がさらに収束する傾向が見られた。 
 
(2)産業空間 
a.繊維・アパレル産業の立地特性 インド最大規模の繊維・アパレル製品輸出振興組織であるア
パレル輸出振興会（AEPC）の会員 7,935 社を対象に、同産業における輸出企業の立地特性を明ら
かにした。AEPC 会員の内訳は製造輸出企業 59.1％、輸出商企業 40.4％、輸出商兼製造輸出企業
0.5％である。製造輸出企業と輸出商兼製造輸出企業はデリー首都圏やタミル・ナードゥ州など
において広域的に立地する一方、輸出商企業はムンバイーなどの大都市への立地を指向してい
た。年次工業調査（ASI）の結果を用いて繊維・アパレル工場と AEPC の製造輸出企業の立地を
比較したところ、グジャラートやアーンドラ・プラデーシュで AEPC の製造企業が相対的に少な
かった。自動車産業や ICT サービス産業と比較すると AEPC の製造企業は、紡績やニット製品な
ど様々な工程を担う複数の産地が立地するタミル・ナードゥ州西部に集中している点が他産業
とは大きく異なる点が明らかとなった。 
b.都市内のインフォーマル工業部門の存立基盤 デリー内のムスリム居住地ジャミア・ナガル
における縫製業を主とするインフォーマルセクターの産業集積の存立構造を明らかにした。調
査対象の作業場における現場労働者、経営者は主にビハール州やウッタル・プラデーシュ（UP）
州など低所得州の農村地域出身であり、地縁・血縁関係を通じて人材が供給されていた。作業場
は卸売・輸出業者との近接性を活かした高い接触頻度により賃加工型の受注を獲得している。ま
た、デリーの卸売・輸出業者によるサプライチェーンの一端を担うことが当集積の存立をもたら
している。現場労働者の生活環境は良好とはいえないが、出来高制を基本とした長時間労働のた
め、フォーマル部門の労働者の最低賃金以上の収入を得る者もある。また、現場労働者から作業
場の経営者となる経路かが確認された。現場労働者による起業を可能としているのは、多額の初
期投資を必要としないことや労働力の確保の容易による。 
c.郊外工業団地の産業集積 自動車産業はインドの工業化、およびデリー首都圏の工業化を象
徴する事例である。デリー首都圏では、オート・コリドーと呼ばれる自動車産業集積が形成され
ており、ハリヤーナー州最大の工業団地 IMT マネサールでは、自動車メーカーとサプライヤーに
よる生産システムが構築され、同州の工業生産ひいては経済的な浮揚をもたらしている。一方、
自動車産業の労働市場は非正規化・請負化が急速に進行し、プレカルティな労働力が拡大してい
る。その供給地はビハール州から UP 州に広がる「請負ワーカーベルト」であり、地元ハリヤー
ナー州の役割は小さい。今世紀以降のインドの地位格差（州間格差）は拡大する傾向にあるとい
われるが、こうした成長産業である自動車産業の立地、および労働力の需給のあり方が関わって
いることが示された。 
d.ハリヤーナー州のブロイラー養鶏業の発展 ハリヤーナー州は元来が小麦を主とする穀物農
業を基盤としてきた地域であったが、デリーの人口増加・所得向上に対応して、新しい農業への
転換がみられる。その１つがブロイラー養鶏業である。インド北部は元来が養鶏業には不向きで
あったが、2000 年代以降大手養鶏企業が進出し、改良品種や契約取引を普及させたことでブロ
イラー養鶏の産地化が進んだ。総じて社会階層が高く土地所有規模の大きな農家層にブロイラ
ー養鶏が受容されている。これはブロイラー養鶏には多額の鶏舎建設費と一定の鶏舎用地が必
要なことによる。農家がブロイラー養鶏の経営を維持できたのは、1 改良品種の導入、2 直接取



引・契約取引へのシフト、3飼養労働者の雇用によって、インド北部の養鶏業に不向きな諸条件
を克服できたためと考えられる。このうち、農家による改良品種の導入に寄与したのが，大手養
鶏企業に系列化された個人経営の孵卵業者であり、この点は企業が産地化に主導的な役割を果
たすインド南部と状況が異なる。しかし、大手養鶏企業は若年農家層を中心に契約取引を進める
など、インド南部と同様の産地化もみられる。すなわちハリヤーナー州では、大手養鶏企業がイ
ンド北部の養鶏経営に適応した系列化と、南部で進めてきた契約取引を組み合わせることで産
地化を進め、それがブロイラー養鶏の受容に寄与したことを明らかにした。  
 
(3)社会空間 
 デリー首都圏の郊外では居住地区の分化が明らかにされた。 
a.工業団地の住宅開発区 大規模な工業団地が開発された地区周辺には、エンジニアやワーカ
ーが他地域から流入している。ハリヤーナー州最大の工業団地 IMT マネサールでは、セクター１
が住宅の開発に充てられ、そこではグループハウジング・PG ゲストハウスが建設された。双方
において、賃貸住宅として貸し出されている住宅が多い。これはマネサールが地価や住宅価格が
安いことやメトロの延伸計画などで将来的な発展を見込んだ投機的な住宅開発が行われたこと
によると考えられる。単身者向けの PG が多いのは、工業団地で働く独身・若手のエンジニアの
住宅ニーズに対応したものである。 
b.工業団地の近隣農村 一方、ワーカークラスは、低賃金かつ雇用の不安定さを伴う非正規雇用
にさらされ、先のセクター1に住むだけの賃金を得ていない。このクラスは、工業団地近隣の農
村集落内に村人が建設した安価なアパートの 1 室に複数名でシェアして住んでいる。農村集落
は、旧住民である村人と、非正規ワーカーを代表とする新住民が居住する場となっている。 
 
（4）新興国都市論の構築に向けて 
a.サバルタンな都市化 デリー首都圏の工業化は労働市場の形成ばかりでなく、人々の新しい
経済的な営みと、それかが発現される空間を生み出している。そうした動向を本研究ではサバル
タンな都市化の一形態と捉え、IMT マネサールの工業団地内農村・B 村を対象に議論した。この
B 村でみられたサバルタンな都市化は、以下のようなメカニズムにより生じたものと理解した。
工業団地で働く請負ワーカーの多くは、低廉な家賃に引きつけられて B 村を始めとする近在の
農村に居住するようになり、急激な農村人口の増加をもたらす。これが潜在的な需要となって、
農村において各種の財・サービス供給機能の立地が促される。その担い手の 1つは、かつての工
業労働者や、その出身地であるビハール州や UP 州から新たに呼び寄せられてきた者であり、
州間の人口移動を発生させている。いま 1つの担い手は、B村から幹線道路に沿ったより遠方の
地域を出身地とする者であり、デリー首都圏内での人口移動をもたらしている。これに村人によ
る開業が加わり、多様な担い手構成がもたらされている。B 村で確認された以上のメカニズム
は、底辺からの都市化として位置づけられるとともに、当地域では一般性を有する。  
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